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● 項目コードマスタ情報 
 

ご施設様において、項目マスタの設定をお願いいたします。 

設定の方法につきましては、電子カルテメーカー様にご確認ください。 

 
 

【項目コード】 

4 桁コード 7 桁コード センター項目名称 JLAC10 

5768 2542300 SARS-CoV-2 IgG S(スパイク)  5F625143102305200 

5769 2542301  定量値 5F625143102305201 

5770 2542302  判定 5F625143102305211 

 


